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社会の変化と多様な生徒に対応 した職業教育の推進
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は じ め に

東京都の職業高等学校 は,従 来,社 会の要請に応えて地域 の産業経済の進展を担 う実践的な

職業人の育成に大 きな役割 を果 たして きた。 しか し,近 年,産 業構造 や就業構造 の変化や技術

革新の進展等に伴い職業高等学校の卒業生 に期待 される資質 ・能力が変化 してきた。また,学

歴,学 校歴を重視する社会的な風潮 を背景 として,普 通科志向が強 まるとともに,多 くの都立

職業高校 には,目 的意識が明確 でない生徒や基礎学力が必ず しも十分身 に付 いていない生徒,

普通科高校へ進学することが困難で不本意なが ら入学 して くる生徒が増加 して きた。

一方,こ れか らの我が国の社会 は,科 学技術の進展に伴い,国 際化,情 報化がよ り一層進展

するもの と考え られ る。高等学校教育 においては,こ のような社会の変化に主体的に対応でき

る能力を身 に付けさせることが必要である。このたあには,生 徒一人一人の興味 ・関心 に基づ

く主体的な学習を促 し,そ れぞれの個性を伸長 させ るとともに,生 涯 にわたって継続的に学習

す る意欲や態度を育成す ることが重要である。とりわけ,職 業教育にお いては,自 ら課題を発

見 し,課 題解決に向か って主体的に取 り組んでいく態度 ・能力 と創造性 ・柔軟性 を育成するこ

とが必要である。

本部会では,こ のような背景 を踏 まえて,今 後の東京都 における農業高校及 び工業高校が取

り組むべき課題 を明 らかにす るために,次 の2点 にっいて研究 を進め ることに した。

第1は,社 会 の変化 と生徒の多様化に対応 した職業教育を推進す るためには,実 験 ・実習を

中心 とする体験的 ・実践的学習を通 した指導の改善 ・充実 に努 め,個 に応 じた指導 を充実 し,

生徒が意欲的に学習 に取 り組むように工夫す ることが重要であるとの観点か ら,実 験 ・実習指

導 に関する生徒 と教師の意識調査 と実践事例の分析 を通 して学習意欲の向上を図 るための指導

内容 ・方法の工夫のポイントを探 ることとした。

第2は,社 会の変化 と生徒 の多様化に対応 した職業教育を推進するためには,職 業高校生を

受け入れている企業 が職業高校卒業生を通 して職業高校 の教育内容等についてどのように見て

いるかを把握 してお くことが重要であるとの観点か ら,企 業が職業高校 の必要性や重要性にっ

いてどのよ うに認識 しているのか,職 業高校卒業生 をどのように評価 しているのか,職 業高校

の教育内容 ・方法にっいてどのような要望を持 っているのかなどを探 り,生 徒一人一人が目的

意識を もって生 き生 きと学習に取 り組む職業教育 を実現す るために,我 々職業教育関係者が今

なすべ きことを検討するための資料を提供 しようとするものであ る。
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1学 習意欲の向上を図る指導の工夫

一 実験 ・実習 を通 して 一

1研 究の趣 旨

生徒一人一人が社会の変化 に主体的 に対応 し,自 己実現 を図 ってい くためには,高 等学校 に

おける基礎的 ・基本的事項を十分習得 させるとと もに,自 ら課題を設定 し,主 体的 に課題解決

に取 り組む意欲 と態度を身に付 けさせることが大切である。

また,私 たちは過去の経験か ら 「実験 ・実習」には,農 業科 において も工業科 において も生

徒がおおむね熱心に学習に取 り組む ことを知 っている。学習指導要領にお いて も 「職業に関す

る各教科 ・科 目にっいては,実 験 ・実習に配当す る授業時数を十分確保す るようにすること」

と体験的 ・実践的学習を通 した指導 の重要性 を指摘 している。

この ことか ら,社 会の変化 と生徒の多様化 に対応 した職業教育を推進す るためには,実 験 ・

実習を中心 とする指導内容の改善 ・充実 に努 めるとともに,個 に応 じた指導 を充実す ることが

重要であ る。特 に,生 徒が意欲的に学習 に取 り組 むような指導を工夫す ることが重要である。

このことを踏まえて,実 験 ・実習指導に関す る生徒 と教師の意識調査 と実践事例の分析 を通 し

て学習意欲の向上 を図るための指導内容 ・方法の工夫のポイ ン トを探 る。

2研 究の方法

Aア ンケー ト調査

実験 ・実習の実態 を把握 し,指 導内容 ・方法を改善す るための課題 を明 らかにす るために,

生徒 と教師を対象にアンケー ト調査 を実施 した。

〈生徒の学校生活及 び実験 ・実習に関す る意識調査〉

① 生徒の学校選択 の理 由と学校生活に関す る意識

② 生徒の実験 ・実習に関する意識

〈教師の実験 ・実習に関す る意識調査〉

① 実験 ・実習 において生徒の興味 ・関心を高める方法

② 実験 ・実習 において学習意欲を向上 させるための工夫

B実 践事例の分析

生徒たちが意欲的に取 り組んだ実験 ・実習 を分析 して,指 導内容 ・方法を改善す るための

課題を探 った。
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3結 果と分析

(1)生 徒の学校生活及び実験 ・実習に関する意識

ア 調査対象

都立農業高校生及び工業高校生(全 日制課程は3年 生,定 時制課程は3～4年 生)を

対象とし,農 業高校では3校 から268名,工 業高校では7校 から998名の回答を得た。

イ 調査対象

1.本 校を選んだ主な理由を一っ選んで ください。

020466980100

麟

蝶

錐

a

■ 興味があった
[=コ 資格取得に有利だと思った

圏 先生に進められた

_家 族に進められた

蟹騒圃 その他

2.学 校生活で好 きな点 は何ですか。一っ選 んで ください。

204060BO100

その他の意見

就職に有利だと思 った

将来自分のやりたい事 をやるため
先輩が行 っていた
友人が行 くので

家から近い
鉄道 関係に就職 したい
なんとな く

入る学校がなかった

一 友人がいるから

[=コ クラプ活動

國團㎜ 授業がおもしろい、楽しい

■■■ その他

その他の意見

就職に有利
専門的な先生がそろっており、話しが楽しい
ゆとりがある

3.入 学 してみて学校の感想 はいかがですか。一っ選んで ください。

80100

_思 ったより良い

〔=コ 思った通り

皿皿m思 ったより悪い

■ その他

その他の意見

好 き入ってきたわけではないので嫌だ
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麟

o
「

4.農 業 ・工業科の好 きな点 は何ですか。一っ選 んで くだ さい。

2040 50 80 too

/

燦圏 巨 耀躍頃
229墨194X

〆

■■■1実 験・実習が多い

[=コ 興昧・関心がある

幽 専門教科が多い
■ その他

その他の意見

就職に有利
先生の教え方がいい
普通教科が少ない
入試が楽だ
好きな点がない

全体 z72瓢 i7

5.実 験 ・実習で好 きな点 は何ですか。一つ選んで ください。

農業

azo

I

AO
_____一 一___6U___一 一__SU_ goo

撲圏睡

全体

/ド

x

16.9%lil騰 ・

■ 技術を身につけることができる

[=コ 友人どおしで協力できる

幽 実際に体験を通して学ぶことができる

■ 完成後の喜びと感動を得られる

■■■ 自分のペースで学習できる

圏囲 小人数で学習できる

■■■ 結果がすぐに確認できる

㎜ 創紅 夫ができる

巨≡≡ヨ その他

その他の意見

珍しいことが出来る
いろいろな物が作れる
普通の学校では出来ないことができる
好きな点がない

ウ 結果の分析

本校を選 んだ主 な理由 は 「興味があった」「資格取得に有利だ と思 った」 と目的意識

を もった生徒が多 い反面,「 他に行 く学校がな くしかたな く選んだ」 と不本意入学 した

生徒 も多 い。入学 してみて,約6割 の生徒が 「思 ったよ り良 い」「思 ったとお り」 と答

えている。 しか し,否 定的 な感想 を持 っている生徒 も約3割 いた。学校生活で好 きな こ

とは,友 人,ク ラブ活動,授 業の順であ った。農業科 や工業科の好 きな点 は,「 実験 ・

実習が多 い」「興味 ・関心がある」「専門科 目が多 い」等をあげており,7割 以上の生徒

が何 らかの点で農業科や工業科に好 きな点があると答えている。実験 ・実習で好 きな点

として 「技術を身 に付け ることがで きる」「友人同志で協力できる」「実際に体験 を通 し

て学ぶ ことがで きる」 と答えた生徒が約5割 いた。

農業科や工業科を魅力 あるものとす るには,「実際に体験を通 して学ぶ ことがで きる」

「完成後の喜びと感動が得 られる」といった面をよ り一層充実す ることが必要である。
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(2)教 師の実験 ・実習に関す る意識

ア 調査対象

農業科 ・工業科全校を対象 とし,農 業科では9校16学 科,工 業科で は27校55学 科 か ら

回答を得た。(島 しょを含む)

イ 調査結果

1.実 験 ・実習において,生 徒の興味 ・関心を高 めると思 うことを一っ選んで下 さい。

020406080100

農業 ■ 製作 ・栽培 ・飼育等

〔=コ 実験 ・測定 ・計測等
躁 'ilglgllqllllq言十画 。設 言十等

全体 その 他

1

/'
〆

}

農桑 工桑 全体 Ω桑 工桑 全体

製作等 且5 39 5d
.

88.2X 72.2X 76.IX

実験等 2 to 12
.

tt.ax 且8.SX is.sx

設計等 0 3 3
.

o.ox S.6X 4.2X

その他 0 2 2

.

o.ox 3.7X z.ex

lT 5/ n
.

100.OX ioo.oz Sao.oz

a

2.実 験 ・実習で,学 習意欲を向上 させ るために有効 であると思 う事項を三っ選んで下

さい。

zaaososomo

麟

躁

錐一
■ 基礎 ・基本を徹底する

[二=]実 践的な技術を習得させる

D自 信を持たせる

■ 協調性を育成する

■ 責任感を養う
團皿盟囮 創造性を育成する

■ 望ましい勤労意欲を育成する

翻 研究意識を高揚する

巨≡≡当 その他

農桑 工桑 全体 農桑 工婁 全体

蕃磯基本 8 <3 51 15.1覧 26.7覧 23.BX

披術習得 !1 28 39 20.ex 11.4瓢 且8,2瓢

自信 8 27 36 17.ox 互6.8% 16.ez

脇調性 s 18 21 11.3X 11.2X n.zx

責任感 7 15 22 13.2X s.sx 10.3X

創造性 3 ST 20 5.7X 10.6X s.sx

動労意欲 3 8 11 翫7露 5.OX s.iz

"究 意欲 4 5 s z.sx s.tz 4.2X

その他 2 Q 2 s.ex o.ox 0.9%

53 isi 211 goo.oz 且00.0覧 goo.ox
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3.実 験 ・実習 における学習意欲の向上のために工夫 していることとその効果 について

お答え下 さい。

①報告書(レ ポー ト等)の作成 ・提出

②作品製作 ・栽培 ・飼育

③評価方法の改善

④実験 ・実習内容の改善

⑤座学 と実験 ・実習の融合

⑥資格 ・検定試験の取得

⑦補充指導の実施

⑧習熟度別指導の実施

⑨個別指導の実施

⑩ 自主的な課題設定`こよる実験・実習の実施

⑪校内発表会の実施

⑫学校外の作品展示会・コンテストなどへの参加

⑬ ティームティーチング

⑭企業見学の実施

⑮現場実習 の導入

⑯展示会など(例 モーターショー)の見学

⑰先端技術に関する実習の実施

⑱市民講師の導入

⑲学習環境の改善

⑳実習服の改善

(全 体)
oioao

②作品製作

① 報告書

⑭ 企業見学

⑥資格試験

④実験実習

⑦補充指導

⑨個別指導

⑤座学と実習

⑫コンテスト

③評価方法

亨

⑪校内発表

⑰ 先端技術

30 40 50 so 70

is 30

・謙 ・口 ■ 圏囲

欝 匿=愚
ト

●Jf'ムテti7>幽 ■ ■!1!1;/af/i/81111RI9/II

　

⑲学翻 睡
⑳ 実習服

⑱ 市民講師

⑮現場実習

■ 効果があった

〔 効果がなかった

唖 わからない

0

② 作品製作

① 報告書

⑭ 企業見学

⑥ 資格試験

④ 実験実習

⑦ 禰充指導

⑨ 棚1脂 導

⑤座学と実習

⑫コンテスト

③ 評価方法

⑪ 校内発表

⑰ 先端技術

⑧ 習熟度別

⑩ 課題設定

⑯ 展示会

⑬ii-eテ仁チンケ

⑬ 学習環境

⑳ 実習服

⑭ 市民講師

⑮ 現場実習

(農業科)

5 io 15 20

(工業科)

10 15

効果があった

[==コ 効県がなかった

皿 皿皿 わからない

zo

0

② 作品製作

① 報告書

⑭ 企業見学

⑥ 資格試験

④ 実験実習

⑦ 補充指導

⑨ 棚r脂 導

⑤座学と翼習

コンテスト

③ 評価方法

⑪ 校内発表

⑰ 先端技術

⑧ 習熟度別

⑪ 課題設定

⑯ 展示会

⑬テ仁ムティ→カ

⑲ 学習環境

⑳ 実習服

⑱ 市民講師

⑮ 現場実習

10 zo 30 40

1
一

田一 国

効果があっ

効果がなか

わからない

40

側 囚■一 隠.1 閣閥1.

㎜剛幡㎜捌㎜閥

30

.一.■ 隠■旧 圏.凹1.旧闇BRYIIIH田II㎜開 ■II㎜

a

島 1圃 眼 ㎜1

o因甜團朋欄欄 酬㎜ 闘叩.

「 is
駅11「'【"""罰 「'n"'照m1""回 「'胃脚

■
田
圓

い 哩一

O

rij/nn

欄㎜ 一㎜㎜ 闘皿

50

50
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ウ 結果の分析

① 生徒の興味 ・関心 を高 める方法 としては,

○農業 ・工業 ともに約8割 の教師が 「製作 ・栽培 ・飼育」 は効果的であると答えた。

○ 「報告書の作成 ・提出」「コンテス トの導入」「実習服の改善」等については,効 果

がみ られなか ったとす る意見が多かった。

○ 「個別指導の実施」は効果的であると考えている教師が多かった。

② 学習意欲を向上 させるために重点を置いていることは,農 業科,工 業科 ともに 「基

礎 ・基本の徹底」「実践的 な技術 の習得」「自信を もたせ る」であった。

③ 学習意欲を向上す るために特 に工夫 していることは,

○農業科では 「報告書 の作成 ・提出」が最 も多 く,続 いて 「作品製 作」「実験 ・実習

内容の改善」「企業見学 の実施」の順番 となっている。

○工業科では 「作品製作」が最 も多 く,続 いて 「報告書 の作成 ・提 出」「企業見学 の

実施」「資格 ・検定試験 の指導」「実験 ・実習内容 の改善」の順であった。

○全体的には 「報告書の作成 ・提出」「作品製作」「企業見学 の実施」 「資格 ・検定試

験の取得」にっ いて工夫 している教師が多い。

○効果的であると予想 した 「市民講師の導入」 と 「現場実習の導入」について は回答

数が少な く,効 果にっいては判断できなか った。各学校 の実践状況を個 々に分析す

ることが必要である。

従来,農 業 ・工業科において は,実 験 ・実習の報告書の作成を重視 し,生 徒にとって

もその作成に多 くの時間 と労力をかけている。今回の調査で も,6割 を越え る教師が生

徒 の学習意欲を高めるために報告書の作成 と提出にっいて工夫 していると回答 しており,

4割 を越える教師が効果があ った と回答 している。 しか し,生 徒が報告書 の作成 ・提 出

をどのように考えているかにっいては,今 回の調査では明 らかにできなか った。

以上 の結果か ら,生 徒の興味 ・関心 を高 め,学 習意欲を向上 させるためには,作 品の

製作や栽培,飼 育などの体験的な学習 をグループ学習や個別学習を中心 として,分 か る

喜びや完成の感動を体験 させ,有 用な知識や技術を身に付けることができたと実感させ

ることなどがで きる指導を工夫す ることが必要であるといえる。
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4実 践事例

(1)実 践事例1

テーマ 「コンピュータ制御 一イ ンターフェースボー ドの製作 一」

1.ね ら い 回路パ ター ンをもとに感光基板を作成 し,入 出力ボー ドを製作す る。

2.内 容 ① 対象 電気科3学 年 ② 履修形態 班別学習4時 間

3.指 導計画

項 目 内 容
配 当
時 間

指導上の留意点
予 想 さ れ る 生 徒 の

反応 ・動 き ・っ まず き

コ ン ピ ュ ー タ制 Oコ ン ピュ ー タ の 基 導 ビデオやOHP,図 等を 構成 と動作を理解す
御の概要 本構成と制御の概 入 活用 し,概 要を理解させる ることが困難である。

要 (20分) よ うに す る。

基板図(パ ター ○基板図(パ ター ン) ○パター ンを描 く場合表面 ○表面(上 面)か ら見た
ン)の 作成 の作成 と裏面の関連に留意する。 回路図 を描 くこ とが

・パ タ ー ンの 構 成 と あ る 。

方法 ○線図の間隔が狭 くなり過
・部品の見方 ,取 り ぎないよ うに留意す る。
付け方

○部品等にICソ ケットの
Oパ ターンの点検 寸法に留意す る。

○部品の確認
展

イ ン タ ー フ ェ ー ○パ ターンを基板 に ○上下左右に紫外線が当た ○基板に手の油や汚れ
ス基板の製作 焼 き付 ける。 るように装置をセ ットす が付着する。
(感光基板を製 る 。

作する)
○現像液 に浸す。 ○青い部分がきれいに取れ ○パ ター ンに薄 い部分

て銅板が現れるまで現像 が で き る 。

液に浸す。(約5分 程度) (図面 と比較 し,薄 い
○エッチ ング液に漬 ○なるべ く新 しい液を使用 部分に は レジス トペ

け る 。 し,余 分な銅箔面がきれ ンや レ タ リ ン グ ・テ ー

いに取れるようにする。 プ,シ ー トで 補 修 し

てお く)

Oパ ター ンの青 い部 ○あまり強 く擦 り過 ぎない
分を洗 い落 とす。 よ う に す る。 ○ エ ッチ ング液 に浸 し

す ぎてパ ター ンが溶
○水分を拭き取 りフ ○水分をよく拭 き取 ってか け る。

ラ ッ ク ス を均 一 に 開 ら コ ー テ ィ ン グす る。 ○ エ ッチ ングの後処理
塗 る 。 を忘れる。

プ リント基板の ○基板の穴明け作業 OICソ ケ ッ トの ピ ッ チ が ○ ケ ー プ ル コ ネ ク タ,

組立と配線 狭 く銅箔面 も狭いので穴 ICソ ケ ッ ト等 の ピ

(基板の加工, 明けの位置に注意する。 ン番号を間違 う。

部品の取付, ○部品の配置と取付 ○穴は小さなものから明け OLEDの 極性を間違
半田付け) け作業 る 。 う。

○集合抵抗 の コ モ ン端

子(マ ーク)を 間違
(150分) う。

レポ ー ト整 理 ○本時の反省と感想 ○ テ キ ス トの チ ェ ッ ク リス
ま トに作業工程,部 品等を

次回の実習
(作業)の 内容

と
め

記入 させて確認す る。
○次週へのっなが りに留意

(30分) す る 。
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② 実践事例2

テ ーマ 「トー タル ステー シ ョンを用 いた測量 」

1.ね ら い ①1・2年 生で学習 してきた測量技術の基礎的 ・基本的な知識 と技術を,

最新の測量技術を用いてさらに深化させる。

② 測量技術の進展に対応できる応用力や理解力を身に付ける。

2.内 容 ① 対 象 建設科3学 年 測量選択班(6人 のグループ研究)

② 履修形態 2単 位 を通年で実施する。

3.指 導計画

項 目 内 容
配 当
時 間

指 導上 の 留意 点
予 想 さ れ る 生 徒 の
反応 ・動 き ・っまずき

テ ー マの設 定 ○実施可能な調査測量
の決定 導

意欲やアイディアなどが出
るようにア ドバイスする。

測量調査項目の種類と
方法を捜せない。

目 標 の 決 定
○調査方法の決定
○誤差 ・精度の目標

目標 に無理がないかを確認す
る。

誤差 と精度の目標を決
定できない。

入
○年間スケジュール作 適 切な計画か十分検討さ 無理 な計画を立てる。

計 画 の 立 案 成,役 割分担 せ,無 理な場合 は変更 す
(4分) る 。

○登録されている基準 必要な連絡調整を行い,安 資料収集の方法がわか

事 前 調 査
点の調査

○現場の踏査 ・選点
全指導を徹底する。 らない。

必要な資料が見っか ら
な い。

○機器の操作方法の習 展 目標解決のための技術を習 操作法が解 らない。

基本操作の習熟 得と技術向上 得で きたか確認する。 他人に任せる生徒が出
○興味 ・関心の喚起 て くる 。

○基準点か らトラバー 交通安全に留意 して,測 量 計画通 りに作業できな

デ ー タ収 集 ①
ス第1測 線の方向角
を測定

作業が進むようア ドバイス
をする。

いo

作業分担が不明確にな
りや す い。

○得 られたデータの分 分析から決定までの判断に データの良否の判断が
デ ー タ分 析 ① 析 。整理 必要 に応 じて加わる。 で きな い 。

○方向角の決定

○ トラバース各点にお 安全教育を徹底する。 単調な作業の繰り返し
デー タ収 集 ② ける測距および測角 やる気やアイディアが出る で注意力が散漫になる

の実施 よ う に ア ドバ イ ス を す る 。

デ ー タ分析 ② ○ データの分析と整理
開

必要に応 じてデータの分析
方法を指導する。

結果の判断と問題点の
解決ができない。

求点位置の決定
○最確値より トラバー

ス計算
必要により計算方法をアド
バイスする。

計算や計算表作成に参
加 しない。

○求められた緯度 ・経 生徒に親しみの持てる基準 作業分担をしないまま
校内基準点設置 度より基準点の新た 点 となるよう考えさせる。 作業にとりかかる。

な設置 (52分)

成 果 品 作 成
○計算書,図 面などの作成

ま
誰がみて も分かる作品とな
るよう確認する。

分か りにくい作品にな
る。

○文化祭への参加
と

め 研究のねらい,方 法,結 果 発表の準備が十分でな
研 究 発 表 会 ○研究発表 を明確に発表で きるようア いo

(10分) ドバ イ ス す る。
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(3)実 践事例の分析

ア.実 践事例1「 コンピュータ制御 一インターフェースボー ドの製作 一」

はじめに,コ ンビ3一 タ制御の概要について家電製品や 自動車等 の身近 な制御例 を取 り

上げて説明す るとともに,こ れか ら制作す るイ ンターフェース回路 の機能 と構成 を説明 し

たが,「 面倒だ」,「どうせ分か らない」,「興味がない」 とや る気がみ られなか った。 しか

し,イ ンターフェース基板の製作やプ リント基板 の組立 と配線等の作業 の段階になると熱

心 に取 り組むよ うになり,製 作作業 を通 して制御回路の基本構成 とICやLSIな どの部

品の取扱方を習得 させ ることがで きた。

本時以降のプ ログラミング実習で,自 作 したイ ンターフェースボー ドを活用 してLED

やパルスモータの制御を行 ったが,市 販の実験装置を使 うより生徒の意欲向上に効果があっ

たと推察 され る。

時間 と予算が許 されるな ら,コ ンピュータ回路 の製作か ら負荷の ドライブ回路 まで製作

す ることにより,デ ィジタル技術全般 にっいて幅広 く体験 を通 して学習をす ることができ,

大 きな学習効果を期待で きると考 える。

イ.実 践事例2「 トータルステーションを用 いた測量」

6人 のグループ研究で2単 位を通年で実施 した。1年 間 の長期にわたるため,計 算書や

図面の作成 と研究成果の中間発表及び本発表会の実施 などの工夫を した。指導に当たって

は,生 徒が主体的に取 り組むように工夫す るとともに,「 や る気や アイデ ィア」 が出 るよ

うに心がけた。データの収集 と分析は単調な作業 の繰 り返 しにな るため,役 割分担 を交代

させた り,VTR等 で最新の測量技術を紹介す るなど学習 に変化 を もたせた。

文化祭での中間発表 と本発表は,大 勢 の聴衆の前での発表であ るためか,発 表の準備や

資料の作成 に熱心に取 り組んでいた。発表を通 して,報 告書 のまとめ方,発 表資料 の作 り

方,視 聴覚機器 の使 い方 などに大 きな成果をあげることがで きた。

限 られた実践事例であ り,授 業計画の検討 と授業分析が十分 とはいえないが,体 験的な

学習を中心 とすること,目 標を明確 に提示す ること,学 習をスモールステ ップで実施 し,

評価すること,個 別学習や グループ学習 を中心 に取 り組む ことなどにより,生 徒が意欲的,

自発的に学習に取 り組 むようになるといえ る。

しか し,限 られた施設 ・設備,指 導者,予 算,学 習時間等 の中で体験的な学習を中心 と

した指導を行 うことは大変困難 である。各科 目の指導内容の精選や重点化のみならず,各

科 目の関連やさ らに教育課程全体を十分 に検討す ることが必要 であ る。
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5ま とめ

生徒の意識調査か ら分かるように,農 業科や工業科 を自ら希望 して入学 して くる生徒 は多 く

ない。 しか し,学 習 してい くうちに農業や工業 に関する科 目,と りわけ実験 ・実習が好 きにな

るよ うである。その理由 として,生 徒 は 「技術 は身に付け ることができる」 「友人同士 で協力

で きる」「実際 に体験を通 して学ぶ ことがで きる」などをあげている。基礎 ・基本を徹底 指導

して基礎的な技術を身 に付 けさせ,自 信を もたせ ることや グループで協力 して取 り組むことな

どにより学習意欲を喚起 させることができるもの と考え られる。そ して,こ の ことが,自 ら学

習 しようとす る態度 ・能力の育成,個 性の伸長,創 造力の育成へ と発展す ると考え られる。

一方,教 師に対す る調査 によると,「製作 ・栽培 ・飼育 などを中心 とした実験 ・実 習 は生徒

の興味 ・関心を高めるのに有効であ り,基 礎 ・基本を徹底 し,実 践的技術を習得 させ,自 信 を

持たせ ることにより学習意欲を向上で きる」 と多 くの教師が考えていることが分か った。

また,具 体的に学習意欲向上 のために工夫 し効果をあげているものとして,「 作品製作 」 を

筆頭 に 「報告書 の作成 ・提出」「企業見学 の実施」「資格 ・検定試験の指導」などがあげ られて

いる。特 に,「 製作 ・栽培 ・飼育等」 は約8割 の教師が実験 ・実習 が好 きになる理 由 として あ

げており,学 習意欲の向上 に有効であると思われる。

しか し,作 品製作や栽培 ・飼育 などの体験を中心 とした学習 は多 くの指導時間が必要であり,

指導内容 をより一層精選 し、重点化す ることが必要である。そこで,例 えば実践事例で取 り上

げ られているコンピュータ制御回路 の場合,制 御回路をモジュール化 し,各 モ ジ3ル を製作

しなが ら電子回路やディジタル回路 の学習を進 め,最 終的 に学習 の過程で製作 した各 モジュー

ルを組み立てることによ りコンピュータやインターフェース回路 などを構成 して,よ り総合的

な学習 に活用す るなどの工夫 も考え られる。

学習意欲を向上 させ るための指導 の工夫

鍵 綴懸翻灘
一

繋灘鶴灘繊 灘灘
・実験 ・実習を中心 と

した体験学習の充実
・個別指導 の充実

s

n

・教育課程の改善

・教育内容 の精選

・各科 目間の関連

一 ・物作 りを通 した成功

体験 と成就感の体験
・目標の明確化

i

基礎 ・基本の徹底 個性の伸長 表現力の育成 創造力の育成

問題解決能力の育成 自己学習能力の育成 情報活用能力の育成

i

灘蕪撫灘 徳1盗 癖 叢嚇 灘翻
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II企 業からみた職業教育の課題

1研 究の趣 旨

これか らの高等学校 においては,自 ら学ぶ意欲 と社会の変化 に主体的 に対応 できる能力 の育

成 を図 るとともに,基 礎的 ・基本的な内容の指導 を徹底 し,個 性 を生かす教育を推進す ること

が重要である。

職業教育 においては,産 業経済の変化 と生徒の多様 な実態に対応 した教育を展開 し,柔 軟性

を備えた職業人の育成 を図 ることが求め られている。

本研究では,職 業高校及び職業高校卒業生 に対す る企業 の期待 と要望を調査 し,農 業科及 び

工業科教育 を改善 してい くための課題を探 る。

2調 査対象

(1)調 査対象

農業高校及 び工業高校への求人企業

② 調査時期

平成5年7月1日 ～平成5年8月20日

(3)回 答 数

85社

(4)業 種別内訳

・製 造 業49社(57 .6%)

・販 売 業14社(16 .5%)

・サー ビス業22社(25 .9%)

3結 果 と考察

(1)設 問1

職業高校への求人理 由

ア 設問設定の理由

企業 が期待す る生徒像 と職業高校への期待を探 る。

イ 結果

・製 造 業:「 専門知識 ・技能 を身に付けている」 ことを最 も重視 している
。

・販 売 業:「 専門知識 ・技能を身に付けている」 ことと,「職業観 を しっか り身 に付 け

一13一



ている」ことの二っを重視 している。「先輩が活躍 してい るか ら」 とい う

回答 も比較的多 く,職 業高校 とは限定 していないという企業 も多か った。

・サービス業:「 専門知識 ・技術を身に付 けている」 ことを最 も重視 してお り,次 いで,

「職業観を しっか り身に付 けている」であ った。

ウ 考察

どの業種 も,求 人に来校する理由 として,「 専門知識 ・技能を身 に付 けて いるか ら」

が最 も多 く,次 いで,「 職業観を しっか り身 に付 けているか ら」「勤労意欲が高いか ら」

をあげている。

意外であったことは,「 基本的生活習慣が身に付いているか ら」を理 由 として あげた

企業が少なか ったことであ る。

以上の結果よ り,職 業高校に期待 されていることは,職 業に関わる専門知識 ・技術を

身に付けさせるとともに,望 ましい勤労観,職 業観 を体得 させ ることにあると思われる。

職業高校への求人理由(%)

サ ー ビ ス

27.6

34.1

39.5

3.4

12.2

15.4

3.4

0

5.5

一 ビ ス
2

26.8

14.3

の

2

17.1

18.7

は 。 わ な い

17.3

9.8

6.6

⑰

鋤

田
%

10

陽 販売業 國 サーピス業 閣 競造簾

② 設問2

学業成績の評価の程度

ア 設問設定の理由

新 しい学力観においては,特 に生徒の関心 ・意欲 ・態度 といった学習への志向性が重

視 されているが,企 業 はどのような人材 を期待 しているかを探 る。

イ 結果

・製 造 業:学 業成績に関心 はあるが問題 に しない。

・サービス業:学 業成績に関心 はあるが問題に しない。

・販 売 業:学 業成績に関心がある。

ウ 考察
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この設問は,企 業が社員の採用 に当たり学業成績 をどの程度重視 してい るかを知 ると

ともに,学 校教育 における新 しい学力観 と企業 の考 える人材評 価 との違 いを知 ることを

ね らいとした。

調査結果 はいずれの業種において も採用 に当たり学業成績 をそれほど重視 していない

とい うことであった。各企業 は学業成績以

外に基礎学力,協 調性,意 欲,創 造力,自

立心,健 康等 を評価の観点 としているもの

と思 われるが,調 査では各企業が どのよ う

な人材評価基準を持 っているかを明 らかに

す ることはで きなかった。

(3)設 問

職業高校卒の定着率

ア 設問設定 の理由

60

99

創

%

20

19

0

学業成績にっいての関心度(業 種別)

層

「

¶

一

F

熱

1

§

1圧1

大いに関心がある 関心がある 関心が有るか問題にしない

図 阪亮巣 圓7一 ビス業 国 製造桀

近年,高 卒就職者 の離職率が上昇 し,就 職後3年 以内に約40%が 離職 しているといわ

れている。各企業に対 して職業高校卒業者の定着状況 と離職の理由を調査 し,職 業教育

を改善す るための課題を明 らかにする。

イ 結果

83%の 企業が職業高校卒 の定着率 は良 い方であると回答 している。

離職 の理 由は,仕 事が忙 しい,チ ームとの考え方の不一致,コ ミュニケー ションがと

れず孤立 して しまった,本 人の希望や特性が仕事 に合わなか った,単 調 な仕事が多 く続

かなかったなどである。

ウ 考察

ほとんどの企業 が,職 業高校卒の定着率 は 「良 い方である」 と回答 している。多少の

外交辞令を勘案 したと して も,普 通科卒業生等 と比較 して定着率 は高いと思われる。職

業科においては実験 ・実習 をはじめとする体験的な学習を重視 し,望 ま しい勤労観,職

業観の育成 に努めていることが,定 着状況に現れているのではないか と考える。

一方,離 職理由か ら,社 会性 を育成 し人間関係 を円滑に営 めること,自 己の適性 ・能

力等の自己理解を深化す ること,将 来の職業生活への見通 しを持 った上で進路 を選択す

ること等の指導を充実 してい くことが これか らの職業教育を改善 してい くための課題で

あるといえる。
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(4)設 問

採用に当た り重視す る点

ア 設問設定の理由

新 しい学力観では,特 に生徒の関心 ・意欲 ・態度 といった学習への志向性を重視 して

いるが,企 業 においてはどのような教育活動を重視 しているかを探 る。

イ 結果

・製 造 業:協 調性,出 席状況,健 康状態の順で重視 しており,こ の3項 目で7割 以

上であ った。

・サー ビス業:挨 拶 ・礼儀,協 調性,出 席状況の順であり,こ の3項 目で7害 以 上であっ

た。特 に,出 席状況,挨 拶 ・礼儀 を重視 している。

・販 売 業:出 席状況,挨 拶 ・礼儀 協調性の順であり,こ の3項 目で7割 以上を占

めている。特に,挨 拶 ・礼儀 を重視 している。

ウ 考察

製造業において協調性 と出席状況を重視 しているのは,能 率向上 や品質の向上 を図 る

ためには各生産工程毎 の人間関係や協力体制 が重要 な要素 となるためと思われ る。

販売業において出席状況 と挨拶 ・礼儀 を重視 しているのは,接 客 という仕事の性質か

ら社交性や対人関係 の円滑 さなどが重要 であるためと考え られる。

サービス業において挨拶 ・礼儀 と協調性 を重視 しているのは,販 売業 と同様,接 客 と

いう仕事の性質 と同時に,チ ームワークを重視 しているためと考え られる。

各企業 ・業種 が共通 して重視 していることは,出 席状況,協 調性,挨 拶 ・礼儀である。

この ことは,社 会規範や価値観のゆ らぎなど社会の変化 によ り,人 間関係の在 り方や組

織 と個人との関係が変化 して きていることなどが背景にあるように思われ る。

採用にあたって重視する点(%)

業種
販売
サー ビ ス

製 造

出席状況
a7.s

18.fi

as

ク ラ ブ ・ 委 員 会

10.3

2.3

9.3

挨 拶 ・ 礼 儀

29.1

32.6

16

◎

業 種1協 溺性
販 売
サ ー ビ ス

製 遭

20.7

23.2
38.7

健康状態
13.8
16.3
26.7

目己表 現
3.5

7

9.3

39

節%

旧

出席状汗クラフ ・委員挨拶 ・礼籠 協離 貧磯状態 自己裏現

Pic.】販売業 国H'ヒ ス業 図 製造桑
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(5)設 問

専門性を考慮 した人事配置を しているか。

ア 設問設定の理由

企業 は在学中に習得 した知識や技術をどの程度評価 しているかを探 る。

イ 結果

・製 造 業:専 門的な知識 ・技術に期待 し,そ れを考慮 して人事配置を して いる。

・サー ビス業:専 門性 を重視す る企業 と本人の希望 を考慮す る企業 とがある。

・販 売 業:専 門性 を優先す る企業 と,専 門性よ りも本人 の希望 を優先す る企業 とが

ほぼ同数であ り,専 門性 を考慮 しない企業 が約4分 の1で あった。

ウ 考察

「専門的な知識 ・技術を考慮す る」のは,高 校在学中に体得 した知識 ・技術 を活 かす

ことにより,企 業内研修に関わ る時聞,費 用,要 員を削減できる,本 人の専門性を活か

す ことによ り,労 働意欲を損 なわないなどが考え られる。

「本人の希望を優先す る」のは,専 門性を特に必要 としない職種 か,あ るいは,専 門

性 を必要 として も,そ れを体得す るのにそれほどの時間や手間を必要 と しない職種 と考

え られる。従 って,専 門性 よ りも本人の特性や意欲 を最大限 に活かす ことによ り,勤 労

意欲を喚起 し,職 場への定着率を高めるなどの配慮が考え られ る。

「専門性 も希望 も考慮 しない」にっいては,全 ての業務 を経験 させ る,主 だ った業務

をまず経験 させ る,職 種の内容 か ら学校で身 に付 けた専門知識 ・技術 には期待 を してい

ないなどが考え られる。

以上 のことか ら,人 事配置 を決定す る際,製 造業 では専門的な知識 ・技術を重視 し,

販売業 においては専門性よ り人格や意欲を重視 し,サ ー ビス業 においては専門性を重視

したり本人の希望を重視す る傾向がみ られる。

専門性を考慮した職場配置(%)

業種
販売
サ ー ビス

製造

考 濾 す る

33.3

98

89.9

考 慮 しな い希 望 を 優 先

26.740

1240

9.126.5

η

69

99

⑲

麹

節

19

%

考慮する 考慮しない 希翌を餐先

2順 亮簾 圓 サーヒヌ桑 閣 製造簾
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⑥ 設問

採用における職業資格取得等の評価

ア 設問設定の理 由

職業資格取得等 に対す る企業の評価 を探 る。

イ 結果

・製 造 業:大 企業,中 小企業 を問わず,多 くの企業 は生徒を採用する際,資 格取得

に特にこだわ らないとい う結果であった。

・サー ビス業:全 体の約4割 の企業が資格取得者を優先す ると回答 している。また,企

業 にとって望 ましい資格名を多数あげていた。

・販 売 業:多 くの企業 は,資 格取得に特 にこだわ らないと回答 している。 しか し,

回答数が少ないため,実 態をどの程度反映 して いるのか疑問であ る。

ウ 考察

製造業 と販売業が免許 や資格の取得 にこだわ らない理由として次のことと考え られる。

①普通科,職 業科を問わず人材を幅広 く求める。

②仕事の内容が基礎知識 は必要 とす るが,高 度な専門性を特に必要 としない。

③入社後一定期間の後,適 性などを考慮 して必要 に応 じ免許や資格 を取得させる。

④仕事の内容 は個人の資質が重要であ り,免 許や資格 を必要 としない。

また,サ ー ビス業 で免許や資格 の取得を優先す る企業が他に比べて多 いのは,業 務内

容が多岐にわたること,職 種によって専門性 が要求 されること,配 属後す ぐに免許や資

格が必要 な業務が多い ことな どによるためと思われる。

採用にあたり資格所得者を優先する

蕊ogo

陥

a甥70

め

%156田
だ

1・ 豊

ag
田

10
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(7)設 問

企業内研修(新 人教育)に っいて

ア 設問設定の理由

採用後の新入社員教育 の目的 と内容を知 ることによ り,企 業が求 めている人材を探 り,

職業高校 における教育内容の改善 に活かす。

イ 結果

・製 造 業:新 人研修,実 務 ・専門研修,管 理(指 導)職 研修,専 修学校研修 の順番

であ り,こ れ らが大部分を占めている。その他,各 作業体験研修,他 メー

カー研修,集 合研修,エ チケッ ト・マナー研修,ト レーニ ングセ ンター

研修,セ ールス出向研修,海 外研修等があった。

・サー ビス業:新 人研修,同 一 グループ内研修(出 向研修),外 部専 門機関へ の委託研

修,管 理職研修の順序で多 く,こ れ らが大部分を占める。 その他,技 術

研修,教 育 ビデオ研修,海 外研修等があった。

・販 売 業:新 人研修,管 理職研修(店 長 ・マネージャー等),資 格取 得研 修 などの

順序で多 くこれ らが大部分を占め る。その他,教 育 ビデオ研修,社 外研

修,取 扱 い商品技術研修,部 門別研修,外 部専門機関への委託研修,安

全運転研修,調 理 ・販売実演研修等があった。

ウ 考察

企業では,製 造,販 売,サ ー ビスの各業種 とも新人研修 と管理職研修 を重点的に実施

している。 また業務 に直接役立っ研修が大部分であり,人 間性や自己啓発等 の研修の実

施例はほとんどみ られなか った。

新人教育時の重点項目
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(8)設 問

今後,職 業高校に望む こと

ア 設問設定の理由

企業の職業高校における教育への期待,要 望などにっいて探 る。

イ 結果

・製 造 業 ○ 基礎学力(国 ,数,英,専 門などの基礎 ・基本)を 充実させて欲 しい。

○ 職業 の実態を理解す るために,教 育計画の中に,工 場実習,工 場見学

などの体験学習 を多 く取 り入れて欲 しい。

○ 勤労意欲 を高 めるための学習指導 を充実 して欲 しい。

○ 挨拶,礼 儀などの基礎的社会習慣 を身に付 ける指導 を して欲 しい。

○ 協調性,人 間性などの人格形成面 の指導を積極的に取 り入れて欲 しい。

○ コンピュータ関係 の基礎的知識 ・技術 の指導に力を入れ,情 報化へ対

応 できる人材を育成 して欲 しい。

・サー ビス業O情 報化時代 に対応す るため,コ ンピュータ関係の基礎的知識 ・技術の

指導に力を入れて欲 しい。

○ 社会人 としての心構えや職場での躾を身に付 ける指導をお願いしたい。

O基 礎的な学習の指導に力を入れて欲 しい。

○ 職業 の実態 を理解す るために,教 育計画の中に,工 場実習,工 場見学,

卒業生 の体験談話 などの体験学習を多 く取 り入れて欲 しい。

○ 実際の体験的学習を充実 して欲 しい。

・販 売 業 ○ 社会人 と しての礼儀 ・作法などの社会的一般常識 を身 に付 けさせ るよ

うな指導 に力 を入れて欲 しい。

○ 情報化時代 に対応す るため,コ ンピュータ関係の基礎的知識 ・技術の

指導 に力 を入 れて欲 しい。

○ 基礎的知識 と人間性 の形成 に関す る指導 をお願 い したい。

ウ 考察

各業種を通 して,普 通科 目及 び専門科 目に関する基礎学力 とコ ンピュータに関する基礎

的知識 ・技術を確実に身に付 けていること,体 験的 ・実践的な学習 を通 して望 ま しい勤労

観 ・職業観 を身に付 けていること,社 会人 としての基本的 なマナーを身 に付 けていること

などを要望 している。
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4ま とめ

本研究では,職 業高校及び職業高校生に対す る企業 の期待 と要望 を調査 し,農 業科及び工業

科教育を改善 していくための課題を探 った。研究員所属校 に求人に来た企業 の人事担当者 にア

ンケー ト用紙を渡 し,回 答 して もらった。調査の結果,次 のことが明 らかになった。

① 企業が期待す る生徒像

多 くの企業が,普 通教科 ・科 目の基礎学力を身 に付けていること,専 門 に関す る基礎的 ・

基本的な知識 ・技術を身 に付 けていること,望 ま しい職業観 ・勤労観 を体得 していること,

社会人と して必要な基本的なマナーを身に付 けていることなどを職業高校生へ期待 している

ことが分か った。

② 職業高校卒の定着率 と離職 の理 由

83%の 企業が卒業高校卒の定着率 は高いと回答 している。離職の理由は,人 間関係が うま

くいかなか った,本 人の希望や特性が仕事 に合わなかった,単 調な仕事が多 く続かなか った

などであった。職業高校 においては実験 ・実習をは じめ とす る体験的な学習 を重視 し,望 ま

しい勤労観 ・職業観 の育成 に努 めること,社 会性 の育成 と自己の適性 ・能力等の自己理解を

深化す ること,将 来 の職業生活への見通 しを持たせることなどの指導を充実す ることが必要

である。

③ 職業高校 における専門教育の在 り方

多 くの企業 は,生 徒が専門に関す る知識 ・技術を確実に身に付けていることを期待 してい

るが,業 種や職種 によっては,専 門性 よりも本人の特性や意欲を重視 していることが分か っ

た。現在,職 業高校 では多様 な生徒を受 け入れ,教 育内容の レベルをどこに置 くのかが問題

にな っているが,こ のような状況か らいって も,専 門学科の教育水準の維持 とい うことに固

執 し過 ぎて,多 様 な生徒の実態 を無視す ることのないよ う配慮す ることが必要である。

④ 企業の職業高校への期待

各業種 を通 して,普 通科 目及 び専門科 目に関す る基礎学力 とコンピュータ等に関す る基礎

的知識 ・技術 の充実,実 践的知識 ・技術 と望ま しい勤労観 ・職業観 を体得 させ るための体験

的 ・実践的な学習指導 の充実,挨 拶 ・礼儀 ・社会性などを身 に付 けさせる,い わゆる道徳教

育の充実等を職業高校へ期待 していることが分か った。

調査目的,調 査内容の検討 が十分ではなかったため,職 業教育を改善するための具体的 な手

だての分析 と提案 まで研究を深めることがで きなか った。
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5実 施 アンケー ト

1

皿

皿

N

V

貴 社 名()

事業内容()

求人対象学科及 び人数:科()科()科()

職業高校へ求人に来 られた理 由は何で しょうか。二っ選 んで下 さい。

①専門知識,技 術 を持 っているか ら。 ②勤労意欲が高いか ら

③基本的生活習慣 が身 に付 いているか ら ④職業観が しっか りしているか ら

灘 綴 贔 鐙 ていな、、 口
⑦ その他()

採用に当たって,在 学中の学業成績について関心がありますか。一っ選んで

撚 、灘 ある ②闘心がある 蹴1ま ある欄 にしな4、 「]

職業高校卒の定着率はいかがですか(入社3年 以内)。

繍 鍵 こ驚 騒 ㌫ 自由に書崎 さ4㌔ 口
{}

採用に当たって次の内,特 に重視す るものはどれですか。二っ選 んで下 さい。

灘 灘 際 蕪 ㌔書二翻 等⑦蹴 礼儀等)「]

灘 鷲業搬 管;糠謹;ξ騰 鍛 騨 す加口

採用するとき,就 業後に必要となる免許や資格等を取得 している生徒を優先 し

識 、畿 警 灘 戦 撫饗禦なし、 口

貴社で取得していると望ましい免許や資格等がありましたら書いて下さい。

{)()()(〉
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一

w① 採用後の新人教育にっいてお伺いします。重視している順に書いて下さい。

①会社独自の専門知識 ・技術を身に付けさせるため

②一般的生活習慣の定着をはかるため

③仲間意識を育てるため

④その他( )
→ → →

② 貴社が行 っている企業内教育(研 修)に はどのよ うな ものがあ りますか。例 を書

いて下 さい(例 えば10年 目研修,関 連会社への出向)。

()

皿 貴社 の立場か らみたとき,こ れか らの本校生徒(職 業高校生一般 で もよろ しいです)

に在学中に指導 しておいて欲 しい点 をいくつで も自由に書 いて下 さい。

例1情 報化時代に対応す るため,コ ンピュータ関係の基礎的知識 ・技術の指導 に力

を入れて欲 しい。

例2特 に基礎学力(国 ・数 ・英 ・専門などの基礎 ・基本)を 充実 させて欲 しい。

例3企 業の実態を理解す るため,教 育計画の中に,工 場実習,工 場見学,卒 業生の

体験講話 などの体験学習 を多 く取 り入れて欲 しい。

また,こ のことにっいて は指導 しないでおいて欲 しいということがあ りまし

た ら,お 書 き下 さい。
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お わ り に

本部会で は,「学習意欲の向上を図 る実験 ・実習の指導内容 ・方法 の工夫」 と 「職業高校 に

対する企業の評価 と要望」の二つの視点か ら調査研究 を行 い,職 業高校の現状を分析 して,よ

り一層職業教育を改善 ・充実 してい くための課題を探 った。

1学 習意欲の向上を図る実験 ・実習の指導内容 ・方法の工夫

生徒に対する調査結果 によると,実 際的 ・体験的学習を通 して基礎的 ・基本的知識 と技術を

身に付 けさせ,物 づ くり等 を通 して成就観 ・充実観を体験 させる指導を工夫す ることにより学

習意欲を喚起す ることがで きるといえる。 この ことが,自 ら学習 しようとする態度 ・能力の育

成,個 性の伸長,創 造力の育成へ と発展すると考え られる。

一方,教 師対象の調査によると,多 くの教師が,製 作 ・栽培 ・飼育 などを中心 とした実験 ・

実習 は生徒の学習意欲 を高 めるのに有効であると考 えていることが分か った。 しか し,体 験 を

中心 とした学習には多 くの時間が必要 であり,指 導内容 をよ り一層精選す ることが必要である。

2職 業高校に対する企業の評価と要望

多 くの企業が,普 通教科 ・科 目の基礎学力 を身に付 けていること,専 門 に関する基礎的 ・基

本的な知識 ・技術を身 に付けていること,望 ま しい職業観 ・勤労観を体得 していること,社 会

人 として必要な基本的なマナーを身に付 けていることなどを職業高校生へ期待 していることが

分かった。83%の 企業が職業高校卒 の定着率 は高 いと回答 している。職業高校においては実験 ・

実習をは じめとす る体験的な学習を重視 し,望 ま しい勤労観 職業観 の育成に努めていること

によるもの と思われる。離職の理由は,人 間関係,本 人の希望や特性 が仕事に合わなか ったこ

となどであ った。社会性の育成 と自己の適性 ・能力等の自己理解 を深化すること,将 来の職業

生活への見通 しを持 たせ ることなどの指導を今後 より一層充実することが重要である。

また,業 種や職種 によっては,専 門性 よりも本人の特性や意欲を重視 してお り,多 様な生徒

一人一人が特性や進路希望 を活かす ことがで きる場があることを改めて確認できた。

職業高校における教育内容 にっいては,各 業種 を通 して,普 通科 目及 び専門科目に関す る基

礎学力 とコ ンビ3一 タ等 に関す る基礎的知識 ・技術,実 践的知識 ・技術 と望 ましい勤労観 ・職

業観 を体得 させるための体験的 ・実践的な学習指導の充実 を図 ることを求めている。また,挨

拶 ・礼儀 ・社会性などを身に付けさせる指導の充実を職業高校へ期待 していることが分かった。

調査目的,調 査内容の検討が十分ではなか ったため,職 業教育を改善す るための具体的な手

だての分析 と提案まで研究を深めることがで きなか った。今後の研究課題 としたい。
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